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祇
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と
牛
頭
天
王

山
鉾
、神
輿
、牛
頭
天
王
伝
説
。謎
に
満
ち

た
千
年
に
わ
た
る
祇
園
祭
を
、こ
れ
ま
で

顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
マ
イ
ナ
ー
な
部
分

に
焦
点
を
あ
て
深
掘
り
す
る
注
目
書
。
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八
木 

透
編

  

や   

ぎ    

と
お
る

斎
藤
英
喜（
さ
い
と
う
　
ひ
で
き
）

一
九
五
五
年
生
ま
れ
。専
攻
は
神
話
思
想
史
。佛
教
大
学
歴
史
学
部
名
誉
教

授
。主
な
著
書
に
、『
増
補
・
い
ざ
な
ぎ
流 

祭
文
と
儀
礼
』（
法
蔵
館
文
庫
）、

『
折
口
信
夫 

神
性
を
拡
張
す
る
復
活
の
喜
び
』 （
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）、『
安
倍

晴
明 

陰
陽
の
達
者
な
り
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）、『
陰
陽
師
た
ち
の
日
本
史
』

（
角
川
選
書
）、『
神
道
・
天
皇
・
大
嘗
祭
』（
人
文
書
院
）ほ
か
。二
〇
二
四
年
没
。

◆
編
者
略
歴

八
木 

透（
や
ぎ
　
と
お
る
）

一
九
五
五
年
京
都
市
生
ま
れ
。専
攻
は
民
俗
学
。博
士（
文
学
）。現
在
、佛
教

大
学
歴
史
学
部
教
授
。京
都
民
俗
学
会
会
長
。主
な
著
書
と
し
て
、『
婚
姻
と

家
族
の
民
俗
的
構
造
』（
吉
川
弘
文
館
）、『
京
の
ま
つ
り
と
祈
り
』（
昭
和

堂
）、『
日
本
の
民
俗
信
仰
を
知
る
た
め
の
30
章
』（
淡
交
社
）、『
日
本
の
鬼
図

鑑
』（
監
修
著
、青
幻
舎
）、『
京
都
万
華
鏡
』（KLK

新
書
）ほ
か
多
数
。


